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生産性と安全健康は車の両輪

安全で健康に働けるちばを目指して

この度、徳元会長の任期満了をうけまして、2018年定
時社員総会後の理事会にて会長に就任致しましたＫ＆Ｏ
エナジーグループの村田雅紀と申します。大役を仰せつ
かることとなり、まさに身の引き締まる思いでございま
す。もとより浅学非才の身ではございますが、当協会の
発展に尽力する所存ですので、皆さまのお力添えを賜れ
ればと存じます。ご指導、ご鞭撻のほど、どうぞよろし
くお願いいたします。

国会で審議されている「働き方改革関連法案」の動向
が注視されておりますが、長時間労働の削減、高齢者や
女性の活躍推進などを通じた労働生産性の向上は、凡そ
すべての企業が取り組むべき喫緊の課題と言えます。こ
うした取り組みの中で決して忘れてはならないのが、労
働者の安全と健康であると考えます。厚生労働省が進め
ます「第13次労働災害防止計画」でも、労働災害の防止
への取り組みのみならず、過労死対策、労働者の健康確

平素より茂原労働基準協会会員事業場の皆さまには労
働基準行政の運営にご理解とご協力を賜り厚く御礼申し
上げます。

今年は第13次労働災害防止計画の最初の年です。当署
管内では、残念なことに前計画の５年間で死傷災害に減
少傾向は認められませんでした。特に建築工事業、小売
業、社会福祉施設の三業種で災害が多く発生する傾向が
認められ、災害の型としては転倒災害が最も多く３割近
くを占めました。被災者の年齢では60歳以上が最も多く
26％以上を占め、労働者の高齢化も原因のひとつである
と考えられます。今後は少子高齢化に伴う労働力の高齢
化や高齢者の労働参加率の増加を見据え、高齢者の身体
機能を踏まえた更なる災害防止対策が求められるところ
です。６月は安全週間準備期間となります。新たなステー
ジを迎え、各企業の皆さま方には安全で健康に働けるよ
う作業環境の見直しをお願いいたします。

働き方改革については昨年来申し上げてきたところで
すが、現在法案が審議中となっております。少子高齢化
に伴う人手不足への危機感については誰もが認識してい

保対策やメンタルヘルス対策等
への取り組みが求められており
ます。労働生産性の向上と労働者の安全、健康は車の両
輪として、どちらかが欠けても回っていかないのは言う
までもありません。

このような中で当協会が果たすべき役割は非常に重要
であり、当協会への会員各社様の期待も非常に高いもの
と理解しております。各種講習会、説明会および研修会
等の実施を通じまして知識の向上、情報交換の場等を提
供できるよう努めて参りたいと存じます。

また、茂原労働基準監督署様を始めとする行政からの
ご指導につきましても、当協会が会員各社様とのパイプ
役として、その任を果たして参りたいと存じます。

最後になりましたが、皆さまのご健勝と会員各社様の
ご発展を祈念して、会長就任のご挨拶と代えさせて頂き
ます。

るところだと思いますが、それ
らへの対応は大企業で先行し、
中小企業では、なかなか進んでいない状況にあります。
そこで、中小企業の働き方改革を前進させるため、今年
度から二つの新たな取り組みを行います。一つめの取り
組みとしては労働時間制度や生産性の向上による賃金の
引き上げなどの疑問に対して相談・支援を強化します。
労働時間関係の相談は、監督署に設置した労働時間相談・
支援班で、生産性の向上などの人材の定着確保・育成に
効果的な労務管理に関する相談・支援に関しては本年４
月に設置した働き方改革推進支援センターで行います。
二つめの取り組みとしては、時間外労働の上限設定など
に取り組む企業に対して助成金で支援することです。助
成金の主な窓口は千葉労働局になります。この助成金は
働き方改革の柱である労働時間短縮をサポートするもの
ですので、活用をご検討ください。

最後に会員事業場の益々のご発展を祈念しまして挨拶
とさせていただきます。

（一社）茂原労働基準協会　会長　村 田 雅 紀

茂原労働基準監督署　署長　渡邉由美子
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徳元会長 茂原労働基準監督署渡邉署長様

去る５月25日16時より茂原市内大和屋旅館において、会員48社（委任状を含む総出席者313社）の出席のもと、
2018年定時社員総会が開催されました。

本総会には、来賓として茂原労働基準監督署渡邉由美子様のご臨席を頂きました。
始めに、徳元会長より当協会の事業活動について会員各位のご理解ご協力に対する謝辞が述べられた後、議案の

審議に入り、各号議案について次のとおり承認されました。
なお、総会終了後に茂原労働基準監督署渡邉署長より祝辞と最近の労働情勢についてのご説明を頂きました。

2018年 定時社員総会（その１)

議　事
議案第１号　理事並びに監事の任期満了による理事並びに監事選任の件

提案のとおり選任について承認されました。
【なお、同日理事会を開催し代表理事を選任いたしました。】

議案第２号　2017年度事業報告及び決算内容報告の件
出席者全員意義なく了承されました。

議案第３号　2018年度事業計画及び予算報告の件
出席者全員意義なく了承されました。

2017年度  決 算 報 告 2017年度  貸借対照表単位：円

単位：円区　　　分 営利事業 非営利事業 合　　計

経
常
収
益

受取会費 正会員会費 0 3,364,000 3,364,000
事業収益 講習会受講料 8,811,473 0 8,811,473

健診委託収入 1,286,076 0 1,286,076
物販販売費 729,475 0 729,475
労働保険委託収入 631,707 0 631,707

雑 収 益 受取利息 0 445 445
雑収益 9,720 230,000 239,720
労働保険取扱報奨金 986,940 0 986,940

合　　　　　計 12,455,391 3,594,445 16,049,836

経 常 費 用 11,178,676 3,401,360 14,580,036

当期経常増減額 1,276,715 193,085 1,469,800

法 人 税 等 241,400 0 241,400

当期一般正味財産増減額 1,035,315 193,085 1,228,400

資産の部 現金 0

普通預金 4,127,476

定期預金 4,000,000

計 8,127,476

負債の部 源泉預り金 9,561

未払法人税等 241,400

計 250,961

正味財産合計 7,876,515

負債及び正味財産合計 8,127,476
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㈲ワタナベ土建　　茂原市

伊 勢 化 学 ㈱　　大 谷 志津江 様

K&Oエナジーグループ㈱　長 島 　　健 様

日 本 合 成 化 工 ㈱　　長谷川 賢 一 様

双 葉 電 子 工 業 ㈱　　成 嶋 まさる 様

単位：円 2018年度  代表理事・理事・監事

2018年 定時社員総会（その２)

経
常
収
益

受取会費 正会員会費 3,364,000
事業収益 講習会受講料 8,359,000

健診委託収入 1,286,000
物販販売費 670,000
労働保険委託収入 600,000

雑収益 受取利息 455
雑収益 200,000
労働保険取扱報奨金 987,000

合　　　　　計 15,466,445

経 常 費 用 14,162,200

当期経常増減額 1,304,245

役　職　名 氏　名 会　社　名
代表理事（会長） 村田　雅紀 Ｋ＆Ｏエナジーグループ㈱
理　事（副会長） 徳元　秀行 双葉電子工業㈱

〃 平田　　剛 ㈱ジャパンディスプレイ
〃 戸井田英一 三井化学㈱

理　事 加瀬　　修 ㈱電洋社
〃 小園　一郎 日宝化学㈱
〃 佐久間祥一 日本ロストワックス株式会社

監　事 藏野　　透 神保電器㈱
〃 小林　秀幸 日東造機㈱

2018年度  収支予算

協会感謝状贈呈• •

大谷　志津江様 成嶋　まさる様

　総会終了後、同会場にて次の個人の方に、長年の
協会へのご尽力に対して、感謝状が贈呈されました。

新規会員の紹介

◦リスクアセスメントとは　～リスク編～（10分）

◦リスクアセスメントとは　～アセスメント編～（10分）

◦危険！有機溶剤　～爆発実験と取り扱い方～（17分）

◦日々の作業行動災害を防ぐ（20分）

◦「どんな危険がひそんでいるか」徹底訓練
　～ KYT基礎４ラウンド法の進め方～（27分）

◦有機溶剤中毒を防ぐ（20分）

◦誰もが危険熱中症の新常識（22分）

下記のDVDの貸し出しを行っております。
詳細はHPをご覧下さい。貸し出しDVD（CD）一覧
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全国安全週間は、安全意識の高揚と安全活動の定着を図ることを目的に、昭和３年に初めて実施され、
今年で91回目を迎えます。

　オ　その他の取組み（安全文化の継承等）
②　業種の特性に応じた労働災害防止対策

ア　建設業における労働災害防止対策
イ　製造業における労働災害防止対策
ウ　林業の労働災害防止対策
エ　陸上貨物運送事業における労働災害防止対策
オ　小売業、社会福祉施設、飲食店等の第三次産

業における労働災害防止対策　
③　業種横断的な労働災害防止対策

ア　転倒災害防止対策
　　『ＳＴＯＰ！転倒災害プロジェクト』
イ　交通労働災害防止対策
ウ　非正規雇用労働者等に対する

労働災害防止対策
エ　熱中症予防対策
　　『ＳＴＯＰ！熱中症
　　　クールワークキャンペーン』

平成30年度全国安全週間（平成30年７月１日～７日）の実施について

平成30年度 全国安全週間

産業安全に携わる多くの方々の努力により、死亡労
働災害は年々減少し、平成29年は３年連続で1,000人
を下回るところまできました。

しかしながら、平成29年における休業４日以上の死
傷災害は約12万人と残念ながら前年よりも増加してい
る状況であります。

また、平成30年度を初年度とした第13次労働災害防
止計画が展開され、働く方一人一人がかけがえのない
存在であり、一人の被災者も出さないという基本理念
の下、日々の仕事が安全なものとなるよう不断の努力
が必要となります。

このような状況を踏まえ、更なる労働災害の減少を
図ることを決意し、今年度の全国安全週間は、以下の
スローガンの下で取り組みをお願いします。

◆スローガン

「新たな視点でみつめる職場
　 創意と工夫で安全管理

惜しまぬ努力で築くゼロ災」

◆実施期間
平成30年７月１日から７月７日まで
本週間の実効を上げるため、平成30年６月１日から

６月30日までを準備期間とする。

◆実施事項
⑴　全国安全週間（準備期間含む）に実施する事項

①　安全大会等を通じた安全意識の高揚
②　安全パトロールによる総点検の実施
③　安全旗の掲揚、標語・ポスターの掲示
④　家族へ安全に関する情報提供
⑤　緊急時の措置に係る訓練
⑥　全国安全週間にふさわしい行事

⑵　継続的に実施する事項
①　安全衛生活動の推進
　ア　安全衛生管理体制の確立
　イ　安全衛生教育の実施
　ウ　自主的な安全衛生活動の促進
　エ　リスクアセスメントの普及促進
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平成30年４月１日付の
人事異動により茂原労働基
準監督署の職員が替りまし
たのでご紹介させて頂きま
す。◎印を付けた職員が転
入職員です。会員の皆様よ
ろしくお願いいたします。

茂原労働基準監督署　人事異動情報

署 長 　渡 邉 由美子
監 督 課 長 ◎坂 元 麻理子 柏労働基準監督署より転入

安全衛生課長 　加　藤　　　護
労 災 課 長 　植　村　忠　弘
補 償 係 長 ◎髙　石　直　紀 成田労働基準監督署より転入

労働基準監督官 ◎髙　橋　哲　史 船橋労働基準監督署より転入

業 務 係 　細　川　宗　利

茂原労働基準監督署　　用務案内 電話：0475－22－4551

監督課
　◦適用事業報告・就業規則届受付
　◦労働時間に関する各種届受付
　◦賃金・労働時間・解雇等労働条件関係各種相談
総合労働相談コーナー
　◦労働問題全般に関する相談
　◦都道府県労働局長による助言・指導
　◦紛争調整委員によるあっせん受付

　安全衛生課
　　◦労働者死傷病報告受付
　　◦各種健康診断報告受付
　　◦設置届及び特定機械等の検査
　　◦安全衛生関係各種相談
　労災課
　　◦労働保険適用関係
　　◦労災保険給付に関する各種請求受付及び相談

平成30年４月１日付けで監督課
長に着任しました坂元と申します。
当署での勤務は初めてであります
が、地元ということもあり、これま

での勤務地とは違った親近感を抱いております。
私どもは働き方改革を推し進めることを重要課題として業務
に取り組んでおりますが、会員事業場の皆さまにおかれまして
も、強い関心をお持ちのことと思います。良好な労使関係を築
くためのお力添えができるよう努めて参りますので、どうぞよ
ろしくお願いいたします。

平成30年４月
１日付け着任しま
した労災課の髙石
と申します。

これまで、千葉署、木更津署、今はなき館
山署、成田署、千葉労働局と勤務してまいり
ましたが、茂原署での勤務は初めとなります。
私は生まれも育ちも市原市であり、茂原市

は距離的にそう遠くはないのですが、茂原市
を訪れる機会はあまりなく、茂原市といえば
七夕祭りが有名である程度の知識しかありま
せん。これから職務を通して地域の特性など
を理解していきたいと思っております。
茂原署は前勤務官署の成田署と比べると、

職員が少なく、事務所も狭い職場ですが、そ
の分、監督課、安全衛生課との連携が密にと
れる職場であると感じております。
来庁者、相談者の方々には、わかりやすい

説明、丁寧な対応、被災
者に対しては迅速、公正
な保険給付に努めてまい
りますので、どうぞよろ
しくお願いいたします。

平成30年４月1日付で茂原署に配
属となりました髙橋と申します。出
身は福岡県です。前任地の船橋署で
２年間監督業務に従事しており、今

年で監督官として３年目になります。当署管内の知識はありま
せんが、１年間を通して土地の魅力を見つけていきたいです。
今年は労働行政にとって、大きな転換点を迎える年になるか
と思います。微力ではありますが、より良い職場づくりを目指
される皆様の一助となるよう、日々の業務に励む所存です。ご
不明な点、お困りの点がございましたら、いつでもご相談くだ
さい。

監督課　課長

坂元麻理子
労災課　補償係長

髙石  直紀

監督課
労働基準監督官

髙橋  哲史

転入職員の自己紹介
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加藤安全衛生課長様 大多喜会場 茂原会場

問い合わせ先：（一社）茂原労働基準協会（℡0475-23-5276）

協会掲示板（その１）

2018年度の説明会を６月12日に、大多喜中央会
館・茂原市役所・市民室にて112事業所様の参加を
頂き開催いたしました。

説明会では、茂原労働基準監督署渡邉署長・加藤
安全衛生課長様より、週間の趣旨、実施要領等の説
明がありました。

なお、全国安全週間は、昭和３年に初めて実施さ

全 国 安 全 週 間 説 明 会

2018年度 各種講習会・説明会のお知らせ（７月以降）

技 能 講 習 ・ 特 別 教 育 等

玉掛け技能講習
（学科２日間・実技１日間）

学科：９月12・13日
実技：①９月15日　②９月16日

フォークリフト運転技能講習
（学科１日間・実技３日間）

学科：９月27日
実技：①９月29・30日、10月６日
　　　②10月７・13・14日

有機溶剤作業主任者技能講習（学科２日間） 11月６・７日

職長（監督者）・安全衛生責任者研修（２回） ①11月20・21日　②12月５・６日

５トン未満クレーン運転業務特別教育
（学科１日間・実技0.5日間）

学科：11月30日
実技：12月１日（予定）　①ＡＭ　②ＰＭ

粉じん作業特別教育 12月７日

そ の 他 講 習 会 ・ 説 明 会 等

全国労働衛生週間説明会　【大多喜会場】 ８月29日　ＰＭ

全国労働衛生週間説明会　【茂 原 会 場】 ９月４日　ＰＭ　※当初の予定を変更

優良事業所視察研修 12月（予定）

労務管理講習会 12月14日（予定）

各種講習会・説明会等を次のとおり行っております。会員皆様の受講・参加等よろしくお願いいたします。

れて以来、一度の中断もなく続けられ、本年で91回
目を迎えます。この週間は、安全意識の高揚と安全
活動の定着を目的に、６月１日から６月30日までを
準備期間として、７月１日から７日まで実施されます。

本週間を契機に、各事業所において関係者が一丸
となった安全活動がさらに強化され、職場の安全管
理水準が一層高まるようお願いいたします。

　５月31日・６月１日に開催を予定しておりました「全国安全週間説明会」の日程を変更し、
会員皆様にご迷惑をおかけいたしました。今後は、余裕をもった計画に心掛けいたします。お詫び
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目標量：男性８g未満 目標量：女性７g未満

編
集
後
記

協会掲示板（その２）

茂原労働基準協会 検索

房総半島の太平洋側に位置する御宿岩
和田漁港は、日戻りの新鮮なカツオとイ
カ、伊勢えび、アワビが水揚げされてい
ます。水揚された伊勢えび、アワビは、
外房伊勢えび・外房アワビとして千葉ブ
ランドに認定されています。

また、御宿町は、夏には海水浴客で大
いににぎわい、年間を通じてサーフィン
を楽しむ人が訪れる場所です。

表紙の写真

茂原労働基準協会に参加させていた
だくようになって、ずいぶん経ちまし
た。当時は長

ちょう

夷
い

労働基準協会という名
称でした。名称や参加者が変わっても、
安全第一に変更はありません。会員企
業の更なる安全活動お願いします。（MN）

生活習慣病は一人一人がバランスの取れた食生活、
適度な運動習慣で予防できます。
健康状態を毎年確認して、健康づくりにつなげましょう。

長生健康福祉センター

委員長 篠田　　彰 関東天然瓦斯開発㈱
部　員 田中　　啓 双葉電子工業㈱

〃 平野　孝之 小湊鐵道㈱
〃 中村　芳行 ㈱ジャパンディスプレイ
〃 峯岸　良典 日宝化学㈱
〃 鑓水　良行 三井化学㈱
〃 坂本麻里子 茂原労働基準監督署

御宿岩和田漁港
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公
開
中

編集委員紹介

40歳になったら…
特定健診でメタボをチェック‼

食塩の摂りすぎチェックの数を減らしましょう！

食塩のとり過ぎ

片手山盛りの野菜を毎食、1日３回
★ドレッシングのかけ過ぎに注意★

野菜の摂取不足 野菜摂取の目標量
350g/日

（健康日本21（第二次）・健康ちば21（第２次））

あなたの
 食生活は
　大丈夫？

～平成27年県民健康・栄養調査の結果から～
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